
 

流域委員会の審議経過を経た河川整備計画策定の報告 都田川広域河川改修事業 

河 川 企 画 課 

河川海岸整備課 

 

二級河川都田川広域河川改修事業の再評価結果について 

   二級河川都田川については、流域委員会の審議経過を経て河川整備計画の策定を行ったので報告

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実施結果＞ 

  対応方針 ・・・ 事業継続（河川整備計画に改修区間として位置付け） 

 

＜参考＞ 

① 対象期間は今後概ね30年間とする。 

 

② 審議経過 
年月日 内容 年月日 内容 

平成 17 年 12 月 19 日 第１回流域委員会 平成 27 年 2 月 9 日 第９回流域委員会 

平成 18 年 6 月 20 日 第２回流域委員会 
平成 27 年 9 月 1 日 

～9 月 30 日 
県民意見募集 

平成 19 年 3 月 20 日 第３回流域委員会 平成 27 年 9 月 18 日 住民意見交換会（みをつくし文化センター） 

平成 20 年 3 月 21 日 第４回流域委員会 平成 27 年 9 月 24 日 住民意見交換会（雄踏文化センター） 

平成 20 年 12 月 22 日 第５回流域委員会 平成 27 年 11 月 2 日 第 10 回流域委員会 

平成 21 年 3 月 25 日 第６回流域委員会 平成 28 年 1 月 8 日 河川整備計画同意申請 

平成 22 年 3 月 19 日 第７回流域委員会 平成 28 年 6 月 3 日 河川整備計画策定 

平成 25 年 3 月 7 日 第８回流域委員会 

 

③ 「都田川水系流域委員会」委員名簿 
  委 員 分 野 役 職 氏 名 

学識経験者 景観 静岡文化芸術大学教授 根本 敏行 

〃 建設工学 大阪大学教授 青木 伸一 

〃 水質 東海大学名誉教授 松田 義弘 

〃 淡水魚類・環境再生 静岡淡水魚研究会会長・理事 板井 隆彦 

〃 生態・環境教育 常葉大学教授 山田 辰美 

〃 植物 遠州自然研究会会長 杉野 孝 

〃 歴史・文化 浜松市文化財課長 太田 好治 

〃  農業利水 静岡県西部農林事務所長 新田 明彦 

〃  水産 静岡県水産技術研究所浜名湖分場長 岡本 一利 

地域代表者 内水面漁業者 都田川非出資漁業協同組合長 鈴木 富男 

〃 湖面漁業者 浜名漁業協同組合長 吉村 理利 

〃 浜松市自治会代表 浜松市自治会連合会会長 齋藤 正 

〃 湖西市自治会代表 湖西市自治会連合会会長 竹島 清一 

行政  ― 浜松市長 鈴木 康友 

〃  ― 湖西市長 三上 元 

資料１２ 

「静岡県交通基盤部、くらし・環境部所管公共事業再評価実施要綱細目（河川及びダム事業）」抜粋  
 
第３．再評価の実施 
１．河川整備計画の策定・変更手続きの活用について 
  … … 
なお、流域委員会等の審議を経て河川整備計画の策定・変更を行った場合、又は、河川整備計

画が策定・変更中の段階で再評価の時期を迎えた事業について流域委員会等で審議した場合に、

審議実施後に対応方針の決定等必要な手続きを行うことにより、再評価を実施したものとするこ

とができる。 



 

④ 投資効果 

河川名 

総便益 B（百万円） 総費用 C（百万円） 費用対 

効果 

B／C 

基準 

年 
治水 

便益 

残存 

価値 
計 建設費 

維持 

管理費 
計 

都田川 7,936.1 4.7 7,940.8 241.5 27.5 269.0 29.52 H27 

井伊谷川 3,163.3 11.0 3,174.3 524.6 60.5 585.1 5.43 H27 

神宮寺川 409.6 19.6 429.2 319.4 36.8 356.3 1.2 H27 

新川 

（佐鳴湖） 
658.4 16.4 674.8 247.9 57.2 305.1 2.21 H27 

東神田川 1,768.3 10.8 1,779.1 1,249.9 106.6 1,401.4 1.27 H27 

九領川 5,687.7 96.8 5,784.5 1,345.1 389.7 1,734.8 3.33 H27 

堀留川 123,191.8 363.6 123,555.4 7,375.1 889.4 8,264.5 14.95 H27 

※｢治水経済調査マニュアル（案）国土交通省河川局 平成 17年 4月｣に基づき算出。 

※評価対象期間は整備期間（30年）＋50年。 

※総便益は、治水便益（現在価値化）＋残存価値（現在価値化） 

※総費用は、建設費（現在価値化）＋維持管理費（現在価値化） 
 

 


